
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,651,000 2,651,000

2,500,000 2,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：千歳小学校遊具改修）整備事業

千歳市長

千歳小学校（千歳市本町３丁目４番１号）

千歳市立千歳小学校の鉄棒は設置後50年経過しており、老朽化と経年劣化により
錆の発出や支柱の腐食が発生し、体育の授業や休み時間に児童が使用するための
安全性が低下し、児童の学習等に支障をきたしている。また、学習指導要領に定
められている器械を使用した運動を行うための遊具が不足している。
このため、本事業で鉄棒の更新を行うことにより、児童が安全に使用できる環境
を整え、併せてジャングルジムを新設することで、学習指導要領に定められた学
習環境の改善を図る。

　遊具更新等　一式

無

令和３年５月～令和３年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　千歳小学校教頭からの聞き取りで、鉄棒については錆や腐食がなくなったので
安全に使用でき安心感があるとの意見があり、鉄棒の錆や腐食が解消したことに
より、児童が安全に使用できる環境が整備され、教育効果の向上を図ることがで
きた。
また、聞き取りの中で、ジャングルジムが新設され授業や休み時間に活用してい
るとの話があり、遊具を新設したことで、学習指導要領に定められた学習環境の
充実を図ることができた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活
用した事業であることを、学校内の掲示物や学校だよりへの掲載により、保護
者・来校者等に周知を図った。

小中学校改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

8,508,500 8,508,500

8,500,000 8,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：日の出小学校黒板改修）整備事業

千歳市長

日の出小学校（千歳市日の出２丁目３番20号）

　千歳市立日の出小学校は、昭和41年に開校したが、建設後約50年を経過した学
校施設は老朽化が進み、黒板については経年劣化により摩耗しており、また固定
式のため使いづらいなど児童の学習において支障をきたしている。
本事業で、上下可動式の黒板への改修を実施することにより、教師・児童の身長
に合わせ、板面の高さを書きやすく見やすい位置に調整できる黒板が設置される
ことで、学習環境の改善を図る。

　黒板更新　一式

無

令和３年５月～令和３年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　日の出小学校教頭からの聞き取りで、黒板を低い位置まで有効に書き込むこと
ができ、後ろの席の児童も見える範囲が広がったため、授業の進行がしやすく
なったとの意見があり、教師・児童の身長に合わせて見やすい位置に調整できる
上下可動式の黒板に改修したことで、児童・生徒の学習環境が改善され、教育効
果の向上を図ることができた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活
用した事業であることを、学校内の掲示物や学校だよりへの掲載により、保護
者・来校者等に周知を図った。

小中学校改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
3,330,000 44,044,000

3,040,000 43,800,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全  体：測量調査・実施設計　一式、改良舗装工事　L=229.54ｍ　W=6.0m
本年度：改良舗装工事　L=229.54ｍ　W=6.0m

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：東1号道路改良舗装）整備事業

千歳市長

千歳市北斗４丁目

　本事業により整備する住宅地内の生活道路の状況は、整備後30余年が経過し、
路面の亀裂及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状
況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確
保し、生活環境の改善を図る。

　本工事の実施により、地域住民から「路面の凹凸などがなくなったことで、車
が運転しやすくなり快適に走行できる」などの評価を得られたことから車両通行
時の円滑化と安全性を確保でき、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市HP（工
事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書へ記載し
たことにより、事業について市民へ周知することができた。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

全　体：令和２年度～令和３年度
本年度：令和３年６月～令和３年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

47,374,000

交付金額 46,840,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度
予定

令和５年度
予定

令和６年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

5,170,000 5,170,000

4,653,000 4,653,000

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状

況

事業の改善措置及び今後の対
応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　千歳市総合福祉センター点字図書室の点字プリンターは、市の広報紙の公的刊
行物や視覚障害者からの要望で書籍を点字翻訳したものをパソコンから出力し点
字印刷を行っている。
　当該点字プリンターは平成１９年度から１４年間使用しており、経年劣化によ
る傷みのため印刷時に突然止まる不具合が生じているが、既に廃番となっている
ため、交換部品の供給が無く修理は不可能な状況である。
　このため、本事業において点字プリンターを購入し、視覚障害者が安定的に点
字図書を利用できるよう環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター点字図書室備品購
入）整備事業

千歳市長

千歳市東雲町２丁目３４番地
千歳市総合福祉センター

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

点字プリンター　１台

令和3年7月　～　令和4年1月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　点字プリンターを購入したことにより、点字図書室の職員から「点字の点が、
一部つぶれたり、穴が空いてしまうことがなくなった。」、「今までは片面ずつ
の印刷で時間がかかっていたが、両面印刷に変わり、すぐに利用者へ点字図書を
届けることができるようになった。」との声があった。
　また、当該施設にポスターを掲示したほか、購入した備品に調整交付金事業で
ある旨の文書を貼付け、地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,125,000 113,652,000 117,777,000

4,100,000 111,611,000 115,711,000

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状

況

事業の改善措置及び今後の対
応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　本施設は平成10年の開設から22年が経過し、以来多くの市民に利用されている
が、施設の経年劣化が目立ってきており、利用者の快適かつ安全な利用を阻害す
ることが懸念される。
　この為、平成30年度に実施した老朽度調査に基づき、優先度の高い改修工事
(床･壁ﾀｲﾙの劣化に伴う剥落の危険性、ﾌﾟｰﾙ及び諸室からの漏水による構成部材
の劣化や機器への悪影響による安全運用の阻害、床仕上げ、設置器具の劣化に伴
う不衛生による快適利用の阻害、街灯の腐食による落下の危険、自動制御機器の
耐用年数超過による安定した施設運営への阻害　等)　を実施することで、施設
利用者の快適かつ安全な施設利用を提供できる。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：温水
プール改修)整備事業

千歳市長

千歳市流通３丁目１番９号　千歳市温水プール

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

全　体：実施設計一式、改修工事一式
本年度：改修工事一式

全　体：令和２年度　～　令和３年度
本年度：令和３年８月　～　令和４年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　施設管理者に施設の状態と利用状況の確認を行ったところ、床・壁タイルの更
新及び街灯の更新を行ったことで、利用者の安全性を確保することができ、更
に、プール諸室からの漏水による構成部材の更新や、設置器具・自動制御機器等
の更新を行ったことで、継続的な安定した施設運営が可能となった。
　また、利用者への聞き取り調査でも、怪我の心配がなくなり、設置器具が更新
されたことで、衛生面でも快適に利用できたとの回答があり、施設利用者の快適
かつ安全な施設利用を提供することができた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることをＨＰ掲載、施設掲示
ポスター貼付で住民への周知を行った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業
費

2,286,900 2,286,900

交付金
額

2,268,000 2,268,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（医療施設：自動体外式除細動器購入）整備事業

千歳市長

東雲会館（千歳市東雲町１丁目10番地）外20施設

　千歳市では、公共施設を利用する市民が突然の心室細動（不整脈）を発症し
た際に、救急隊が到着するまでの間、応急的な救命措置を迅速かつ適切に行え
る体制づくりを図るため、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を整備している。
　この度、既存のＡＥＤが、耐用年数を経過し、迅速かつ適切な救命措置に支
障をきたす恐れがあることから、ＡＥＤの更新を行い、また、新たに開設する
公共施設にＡＥＤを整備することで、市民が安心・安全に暮らせるまちづくり
の推進を図る。

自動体外式除細動器 21台

令和３年７月～令和３年８月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　ＡＥＤを更新・新設したことにより、公共施設を利用する市民への応急的な
救命措置が迅速に行える体制づくりが図られた。施設管理者からは、耐用年数
を経過するＡＥＤを更新したことに伴い、施設を利用する市民の安心・安全に
暮らせる環境が整備されたと評価があり、安心・安全なまちづくりの推進が図
られた。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で行ったことを本体に表記するととも
に、各施設の掲示板等にポスターを貼付した。

　ＡＥＤの適正な保守・維持管理に努め、今後も計画的に事業を実施する。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円
4,690,000 59,895,000

4,250,000 58,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全  体：測量調査・実施設計　一式、改良舗装工事　L=306.69ｍ　W=6.0m
本年度：改良舗装工事　L=306.69ｍ　W=6.0m

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：南6号道路改良舗装）整備事業

千歳市長

千歳市新富１丁目

　本事業により整備する住宅地内の生活道路の状況は、整備後30余年が経過し、
路面の亀裂及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状
況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確
保し、生活環境の改善を図る。

　本工事の実施により、地域住民から「路面の凹凸などがなくなったことで、振
動がなくなり快適になった」「水はねの心配がなくなり、快適に通行できるよう
になった」などの評価を得られたことから車両通行時の円滑化と安全性を確保で
き、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市HP（工
事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書へ記載し
たことにより、事業について市民へ周知することができた。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

全　体：令和元年度～令和３年度
本年度：令和３年８月～令和３年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

64,585,000

交付金額 62,250,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

134,629,000 134,629,000

127,500,000 127,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和３年７月～令和４年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　日の出小学校教頭からの聞き取りで、外壁改修により亀裂等が補修され、雨漏
りの心配もなくなったことから授業や学校活動の際に学校施設を安心して利用で
きるようになったとの意見があり、学校において生徒が安心して学べる学習環境
の整備を進めることができ、教育効果の向上を図ることができた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活
用した事業であることを、学校内の掲示物や学校だよりへの掲載により、保護
者・来校者等に周知を図った。

小中学校改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：日の出小学校外壁改修）整備事業

千歳市長

日の出小学校（千歳市日の出２丁目３番20号）

千歳市立日の出小学校は、学校施設の老朽化が進み、外壁の亀裂や塗装の剥離な
どがあり、外壁の亀裂等による雨漏りの発生や児童生徒の怪我の危険性があるこ
となど、児童生徒の学習環境に悪い影響を与えている。
このため、外壁改修工事を行い、児童が安心して学べる環境の整備を進めること
により、教育効果の向上を図るとともに、千歳市地域防災計画に掲げる収容避難
所としての機能も有していることから、小学校の児童生徒の安全確保のみならず
地域防災機能の充実を図る。

　外壁改修工事　一式



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度
令和4年度

予定
令和5年度

予定
令和6年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,515,192 4,515,192

4,400,000 4,400,000

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状

況

事業の改善措置及び今後の対
応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

棒高跳び用マット一式、審判台7台

令和3年7月　～　令和3年10月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　管理者及び利用者への聞き取りから、本事業実施により、棒高跳び用マット及び
テニスコート審判台を導入したことで、更新前と比較し、利用する際の安全性が大
きく向上したことから、今後の施設運営に必要な環境が整備され、市民の安全かつ
快適なスポーツ活動に資する環境が整備できたことが確認できた。
　また、支障がない範囲で交付金利用のシールを貼付し、併せて市ホームページ掲
載、施設掲示ポスター貼付による周知を行った。

　青葉陸上競技場は、第３種公認の競技場として多くの大会や合宿に利用されてお
り、管内でも有数の陸上競技場となっている。
　現在、使用している棒高跳び用マットは、平成8年に購入したものであり、経年劣
化により穴空きや破れ、金具の破損が生じている。また、内部ウレタンが変形し、
平衡を保つことが不可能になっていることから、競技を行う上で危険を伴う恐れが
あり、快適性が損なわれている。加えて、一般利用や合宿、記録会等の開催にあた
り、事前にロープでの固定や管理者等による安全確認が必要など、運用に余計な手
間がかかる影響が出ている。
　青葉公園テニスコートは、硬式7面、軟式5面、計12面のコートを設置しており、
多くの大会や市内競技者の練習場所となっている。
　現在、使用している審判台は、昭和48年から55年にかけて購入したものであり、
経年劣化により座面や支柱部分に腐食が生じ、危険な状態となっている。
　棒高跳び用マット及びテニスコート審判台を新たに購入し、市民の安全かつ快適
なスポーツ活動に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：スポー
ツ施設備品購入）整備事業

千歳市長

青葉陸上競技場（千歳市真町176番地の1）、青葉公園テニスコート（千歳市真町
2196番地の1）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 3,509,000 3,509,000

交付金額 3,500,000 3,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：中学校ピアノ）整備事業

千歳市長

千歳市立東千歳中学校（千歳市幌加731番地の117）外１校

　千歳市では、市内小中学校にピアノを配備し、音楽科の学習及び式典や学校行
事での伴奏等で使用している。ピアノの美しい音色の保持と状態の管理のため、
年１～２回、点検と調律を行っているが、対象校のピアノは、経年劣化による内
部損傷が進行し、調律をしてもすぐに音が狂ってしまう状態である。
　成長過程の多感な児童期において、音楽に対する感性を育てるとともに、音楽
活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養うためには、正確な音階・音程を聴
き、奏でることが重要であることから、教育環境の適切な維持のため、更新整備
を行う。

グランドピアノ外　一式

令和３年８月～令和３年10月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　ピアノの更新整備により、児童生徒の安定的な教育環境の維持及びピアノを活
用した学習活動の充実が図られた。学校教員からは、更新前に比べ、音の響きや
音程が改善され、授業や行事で安心して使用できるとの高評価を得た。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で行ったことを本体に表記するととも
に、学校施設の掲示板等にポスターを貼付した。

　老朽化に伴う不具合等の支障なく、安定的に教育環境を維持し、学習活動の充
実を図るため、今後も計画的に事業を実施する。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円

2,761,000

2,686,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和３年７月～令和３年９月

無

今後も地域住民の生命、身体及び財産の保護に努め、計画的に事業を実施する。

　半自動式除細動器を更新したことにより、救急現場における機器の安定使用が
図られ、市民の安全を確保する万全な救急体制が維持された。
　また、救急隊より「既存の機器に比べ性能・機能が向上し、また、画面の視認
性や機器の取り回しが良くなったことで現場活動がより円滑になった。」との評
価を得た。
　本物品の購入が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
半自動式除細動器本体に記載するとともにホームページへ掲載し、地域住民への
周知を図った。

交付金額

事業費

計

円
2,761,000

2,686,000

事　業　評　価　書

半自動式除細動器　一式

　半自動式除細動器は、致死的不整脈を発症した市民に対して電気ショックを施
す医療機器である。
　当該救急資器材は、平成27年度に購入したもので、耐用年数を経過しているこ
とから、市民の生命及び身体を保護するために使用する際、安定的に使用できな
くなる恐れがある状況となっている。
　このため、市民の生命、身体及び財産の保護並びに被害の軽減を図るために、
当該救急資器材を更新整備し、安定的に使用できる環境を整備する。

千歳市消防署向陽台出張所（千歳市里美２丁目２番地の３）

千歳市長

千歳飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：半自動式除細動器購入）整備事
業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円
26,389,000 23,738,000

24,700,000 23,400,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

全　体：実施設計　一式、歩道路盤改良工事　L=765.46ｍ
本年度：歩道路盤改良工事　L=382.71ｍ

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設 (交通施設:東13号道路改良舗装) 整備事業

千歳市長

千歳市　北栄、栄町

　千歳市では、千歳駅周辺交通バリアフリ一基本構想を策定し、駅から半径1km
の徒歩圏における公共施設に通じる特定経路について計画的に歩道の段差・傾
斜・勾配の解消、視覚障がい者誘導用ブロック等の整備を進めており、当該構想
に基づく特定経路である本路線を整備することにより、 高齢者や障がい者はも
とより、住民の安全かつ円滑な生活環境の向上を図ることを目的としている。

　本工事の実施により、地域住民から「歩道の段差が解消されたことや傾斜が緩
やかになったことにより、歩きやすくなった」などの評価を得られたことから、
住民の安全かつ円滑な生活環境の向上を図れたと評価できる。
　また、「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」であることを市ホームページ
に掲載したほか、近隣住民へ配布する工事のお知らせチラシへ記載したことによ
り、周知を行った。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

全　体：令和元年度～令和３年度
本年度：令和３年８月～令和３年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

50,127,000

交付金額 48,100,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

20,449,000 20,449,000

19,000,000 19,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和３年８月～令和３年11月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　千歳中学校教頭からの聞き取りで、屋上防水改修による漏水対策により、防水
機能が回復し雨漏りの心配がなくなったため、授業や部活動の際に学校施設を安
心して利用できるようになったとの意見があり、学校において生徒が安心して学
べる学習環境の整備を進めることができ、教育効果の向上を図ることができた。
現場の状況については、雪解け時期の４月に状況確認し、雨漏り等の不具合がな
いことを確認した。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活
用した事業であることを、学校内の掲示物や学校だよりへの掲載により、保護
者・来校者等に周知を図った。

小中学校改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：千歳中学校屋上防水改修）整備事業

千歳市長

千歳中学校（千歳市栄町４丁目35番地）

千歳市立千歳中学校は、昭和３６年の建設後、施設の老朽化が進み、校舎屋上の
防水シートの亀裂など防水機能の低下が見られ、雨漏りの発生があることなど、
児童生徒の学習環境に悪い影響を与えている。
このため、屋上防水改修工事を行い、児童生徒が安心して学べる環境の整備を進
めることにより、教育効果の向上を図るとともに、千歳市地域防災計画に掲げる
収容避難所としての機能も有していることから、中学校の児童生徒の安全確保の
みならず地域防災機能の充実を図る。

　屋上防水　一式



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円
900,000 8,448,000

820,000 7,900,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全  体：測量調査・実施設計　一式、改良舗装工事　L=50.5ｍ　W=4.0m
本年度：改良舗装工事　L=50.5ｍ　W=4.0m

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：南17号道路改良舗装）整備事業

千歳市長

千歳市緑町５丁目

　本事業により整備する住宅地内の生活道路の状況は、整備後30余年が経過し、
路面の亀裂及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状
況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確
保し、生活環境の改善を図る。

　本工事の実施により、地域住民から「路面の凹凸などがなくなったことで、振
動がなくなり快適になった」「水はねの心配がなくなり、快適に通行できるよう
になった」などの評価を得られたことから車両通行時の円滑化と安全性を確保で
き、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市HP（工
事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書へ記載し
たことにより、事業について市民へ周知することができた。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

全　体：令和元年度～令和３年度
本年度：令和３年８月～令和３年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

9,348,000

交付金額 8,720,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

5,753,220 5,753,220

5,200,000 5,200,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　本施設の火葬炉等については、経年劣化による破損や摩耗が生じており、異常
音の発生や機器性能の低下などの障害が発生し、火葬中に一部機能が停止してし
まう事案が発生している。
　また、本施設の畳についても、経年劣化による摩耗でイグサの繊維が利用者の
衣服に付着し苦情となっている。
　このため、火葬炉の修繕を実施し、火葬炉や付属する機械設備の機能を維持す
るとともに、業務への支障を防ぐため本施設の設備についても更新を行うこと
で、市民の安定的・快適な利用に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（環境衛生に関する事業：葬斎場火葬炉ほか修繕）

千歳市長

千歳市葬斎場（千歳市根志越1365番地の甲）

今後も施設及び機材の定期的な点検整備、改修等を行い、適正な維持管理・運営
に努める。

無

火葬炉ほか修繕　一式

令和３年８月～令和３年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

【補助事業の成果及び評価】
・火葬炉のセラミック全面張替等の修繕により、火葬炉の耐火性能及び燃焼効率
が向上している。また、葬斎場職員からの聞き取りにより、本事業完了後は、火
葬炉稼働中の異常音の発生や、一部機能が停止する不具合が解消されたことが分
かっており、安定的な火葬の執行が図られている。
・待合室の畳を和紙製に張替えたことにより、従来品より耐久性能が向上してい
る。また、葬斎場職員からの聞き取りにより、畳の張替後は、利用者からの畳に
関する苦情が無くなっており、利用者の快適な使用に資する環境の整備が図られ
ている。

【地域住民への周知の実施状況】
・本葬斎場の修繕が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨
を、市のホームページ及び葬斎場の事務室前に掲示し、利用者への周知を図っ
た。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,612,000 4,612,000

4,150,000 4,150,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　千歳市民文化センターは、昭和59年に開館し、建設から30年以上が経過してい
る。耐用年数が経過した舞台の吊物ワイヤー等について、整備計画と定期点検の
結果に基づいて早期に交換修繕を行うことにより、市民が安全に安心して利用で
きる環境の整備を図る。

　過去に実施している類似事業では、利用者の安心安全な施設環境の整備を図っ
ており、本事業においても予防保全に基づく同様の環境整備を行うことができた
ことから、今後も適正な施設の管理運営及び環境整備に努める。

無

吊物ワイヤー等交換修繕一式

令和３年９月　～　令和４年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、舞台設備に関して予防保全に基づく交換修繕を行うことが
でき、舞台設備の安全性が確保された。
　また、施設管理者からは、耐用年数を経過した吊物ワイヤー等を交換すること
で、利用者が安全かつ安心して利用できる環境が整備されたとの報告を得た。
　本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施したことについて、施設
のホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付、文化センターだよりに掲載し、市
民への周知を図った。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化
センター吊物ワイヤー等交換修繕）

千歳市長

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番11号）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,200,000 29,843,000 18,095,000 50,138,000

2,100,000 27,393,000 16,285,000 45,778,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後も施設及び機材の定期的な点検整備、改修等を行い、適正な維持管理・運営
に努める。

無

全　体：実施設計　一式、空調設備改修　一式
本年度：空調設備改修　一式

全　体：令和２年度～令和４年度
本年度：令和３年９月～令和４年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

【補助事業の成果及び評価】
・今回実施した空調設備の改修により、待合室及び収骨室の暖房機能及び冷房機
能を安定的に使用できる環境が整備され、設備の経年劣化により使用不能となる
不安を払拭できる結果となった。
また、日常的に待合室や収骨室に出入りする職員から、改修前に比べ、部屋を早
く暖めることができるようになったとの声が挙がっていることからも、本葬斎場
の快適な利用に資する環境の整備が図られたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
・本葬斎場の設備改修が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている
旨を、市のホームページ及び葬斎場の事務室前に掲示し、利用者への周知を図っ
た。

　
　本施設のエアコンについては、平成10年に葬斎場が竣工した当時から設置され
ており、耐用年数15年に対し22年経過して使用している状況であり、平成30年度
に経年劣化により６系統のうち１系統が使用不能となったため、緊急的に取替を
行っており、残る５系統についても、いつ使用不能となるか不明な状態となって
いる。また、エアコンが使用不能となった場合、夏季期間の冷房機能及び冬季期
間の暖房の補助的機能を失うこととなるため、利用者の受入れに支障をきたすこ
とが予測される。
このため、残る５系統のうち、令和３年度は待合室２系統、収骨室１系統の計３
系統のエアコンの改修を実施し、本施設の空調機能を維持するとともに、市民の
快適な利用に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：葬斎場空調設備改修）整備事業

千歳市長

千歳市葬斎場（千歳市根志越1365番地の甲）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定 計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 9,955,000 9,955,000

交付金額 9,028,000 9,028,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

　無

　令和３年８月～令和４年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
　旧機器よりも新機器のほうが大きく次の２点に優れている。
　１　定期的な消耗品交換回数が減っており、新機器は停止させる回数が減ってい
る。
　２　日常点検において、旧機器は停止させる必要があったが、新機器は停止させる
必要がない。
　以上の２点から、新機器に更新したことにより、自動測定装置の測定回数の向上
(データ欠損回数の減少)が図られた。
　また、担当職員からは、新機器が現行モデルであることから、万が一の故障時の対
応もスムーズとなり、データ欠損の不安が払拭できたとの評価を受けている。
　このことにより、市内の環境の現状を適切に把握し、公害の未然防止及び市民の健
康で安全かつ快適な生活環境の確保を図ることができたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金事業として実施したことについて、購入
機器本体に表記するとともに、千歳市ホームページにおいて周知を行った。

　公害の未然防止及び市民の健康で安全かつ快適な生活環境を確保するため、市内の
環境の現状を把握することは重要であることから、今後も計画的に事業を実施する。

　大気中ＳＯ２・ＳＰＭ測定装置及び気象観測装置　一式

　千歳飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：環境保全測定機器）整備事業

　千歳市長

　大気汚染物質測定局若草局（千歳市若草４丁目13）

　自動測定機器については、平成22年３月に環境省水・大気環境局が示した「環境大
気常時監視マニュアル　第６版」において、測定機器の耐用年数の目安を５年から７
年とされています。
　しかしながら、当市測定局（若草局）の二酸化硫黄（ＳＯ２）・浮遊粒子状物質
（ＳＰＭ）測定装置及び気象観測装置については、その目安を越えて使用しており、
令和３年度で12年目となります。
　これまで保守・点検専門業者による保守点検及び定期的オーバーホールを実施する
ことにより測定精度を維持しておりましたが、運用12年目を迎えメーカーによる修理
も困難となったため機器更新を図る必要が生じました。
　本事業において自動測定機器を更新することにより、市内の環境の現状を適切に把
握し、公害の未然防止及び市民の健康で安全かつ快適な生活環境の確保を図ることを
目標とします。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
10,439,000

10,200,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本工事の実施により、地区住民から「綺麗になり気持ちよく歩けるようになっ
た」「倒壊の心配がなくなり安心した」などの評価を得ることができたため、安
全かつ快適な生活環境を整えたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを市ホームページへ掲
載したほか、地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書への記載したことにより
地域住民へ周知を行った。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

令和３年９月～令和３年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

10,439,000

交付金額 10,200,000

街路灯更新　9基

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内街路灯更新）整備事業

千歳市長

千歳市　真々地、平和、真町、住吉、東丘

　当該街路灯は、市内の幹線道路、生活道路に設置している街路灯であり、車両
及び道路利用者の安心安全に寄与しているところである。しかし、街路灯設置後
20年以上が経過し、ポール基部の腐食が著しいなど更新を要する状況にある。
　更新工事の実施により、損傷が激しい街路灯の倒壊を防ぎ、生活環境の改善を
図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,766,400 3,766,400

3,760,000 3,760,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和３年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施により、デイサービス利用者に聞き取り調査を行ったところ、特
殊浴槽が更新され快適に利用している、冬になる前に入浴環境が整って安心し
た、との意見があった。また、施設管理者からは、特殊浴槽が更新され、安定的
な動作と安全対策により、安心して介護を行うことができる、食器消毒保管庫お
よび業務用冷凍冷蔵庫が更新され、安定的な動作によりデイサービス利用者へよ
り安心・安全な食事を提供できるようになったなどの評価が得られた。
　また、デイサービス（介護保険事業）利用者などへの周知については、市の
ホームページに本事業の概要を掲載するとともに、施設内にポスターを掲示する
ことで周知を図った。

　今後とも、デイサービス（介護保険事業）利用者である高齢者の要望等を踏ま
え、計画的に事業を実施する。

特殊浴槽一式、食器消毒保管庫一式、業務用冷凍冷蔵庫一式

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：在宅福祉総合センター通所介護用設備）整備事
業

千歳市長

在宅福祉総合センター新富ほっとす（千歳市新富１丁目３番５号）

 
　在宅福祉センターの特殊浴槽は、デイサービスにおいて身体機能重度の利用者
が、ストレッチャーに乗り寝たまま入浴できる浴槽である。平成９年に設置後、
20数年が経過し、老朽化によりお湯が出ない等の不具合が発生しているため、職
員が浴室からお湯を運び対応している状況である。在宅生活を希望する身体機能
重度の利用者が増加していること、部品の供給が既に終了していることなどか
ら、更新が必要である。
　また厨房に設置されている業務用食器消毒保管庫は、平成９年に設置後20数年
が経過し、老朽化によりモーター及びファンから異音がしており、稼働停止の恐
れがある。同じく厨房に設置されている業務用冷蔵庫も、平成９年に設置後20数
年が経過し、基板やモーターなど各部品の老朽化により、稼働停止の恐れがあ
る。施設内のデイサービスでは、食事の提供も行われており、食中毒予防の観
点、及び、部品の供給が既に終了していることなどから、更新が必要である。
　本事業により、在宅福祉センターにおいて介護等が必要な高齢者に対し、安
全・安心・快適・安定的な介護福祉サービスを提供する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業
費

61,775,133 61,775,133

交付金
額

59,868,000 59,868,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：みどり台小学校外備品整備）整備
事業

千歳市長

千歳市立みどり台小学校（千歳市みどり台北５丁目３－１）外

　千歳市立みどり台小学校は、令和３年４月１日現在、児童数1,490人、学級数
45学級の道内最大の過大規模校である千歳市立北陽小学校の学校施設の狭隘化
を解消するために、令和４年４月に分離新設するものである。
　学校は、児童生徒が日中の大半を過ごす学習・生活の場であり、通常の授業
をはじめ、各種行事や施設管理、環境整備等の学校運営を図るために、教材や
家具類、電化製品、事務用品、放送機器、施設管理機器等を学校備品の適切な
整備及び充実を図ることは必要不可欠である。
　また、分離母体校である北陽小学校はクラス数が大幅に減少することから校
内配置の変更が必須となるため、配置変更に伴い現在６年生のみ使用している
旧ＪＩＳ規格の児童用机・椅子を新ＪＩＳ規格に更新する。
　これらの学校備品を整備し、児童生徒の教育環境の質の向上及び充実を図る
ものである。

教育環境整備に係る物品購入　一式

令和３年９月～令和４年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　学校備品を整備することにより、地域の子供たちの教育環境の充実が図られ
た。学校教員からは、いずれの物品も使いやすく、教育活動をスムーズに行う
上で非常に有効であるほか、新しい物品が整備されたことで子どもたちが日々
生き生きと学ぶ姿が見られると、高評価を得た。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で行ったことを備品等本体に表
記するとともに、学校掲示板及び市ホームページへの掲示により周知を行って
いる。

今後も適切な管理を行いながら、教育環境の質の向上及び充実を図るため、計
画的に事業を実施する。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

6,050,000 6,050,000

4,500,000 4,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和３年９月～令和４年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　北進小中学校教頭からの聞き取りで、滑り台が更新されたことで、錆や腐食の
問題が解消されると共に、児童が安全に使用できる環境が整備され、教育効果の
向上を図ることができた。
また、聞き取りの中で、滑り台が更新され、授業や休み時間に活用しているとの
話があり、併せてブランコを新設したことで、学習指導要領に定められた学習環
境の充実を図ることができた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活
用した事業であることを、学校内の掲示物や学校だよりへの掲載により、保護
者・来校者等に周知を図った。

小中学校改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：北進小中学校遊具改修）整備事業

千歳市長

北進小中学校（千歳市北栄１丁目２番６号）

千歳市立北進小中学校の滑り台は設置後50年経過しており、老朽化と経年劣化に
より錆の発出や支柱の腐食が発生し、体育の授業や休み時間に児童が使用するた
めの安全性が低下し、児童の学習等に支障をきたしている。また、学習指導要領
に定められている器械を使用した運動を行うための遊具が不足している。
このため、本事業で滑り台の更新を行うことにより、児童が安全に使用できる環
境を整え、併せてブランコを新設することで、学習指導要領に定められた学習環
境の改善を図る。

　遊具改修工事　一式



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度 令和4年度
予定

令和5年度
予定

令和6年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

9,988,000 9,988,000

9,960,000 9,960,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

公園整備　一式

令和3年9月～令和4年1月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、園名板が設置されたことにより公園への行き方が分かりやすくなっ
た、広場の柵が新しくなり見栄えが良くなったた、洋式のトイレが清潔で使いやすく
なった、老朽施設の更新により安全に公園を利用できるなどの調査結果を得る事が出来
ており、公園としての利便性の向上及び住民の生活環境の向上、安全かつ快適に使用で
きる施設となり、公園利用者から大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施することがで
き、円滑に工事を完了することができた。
　また、補助事業の地域住民への周知は、市のホームページ、園名板への表示で行って
いる。

　本事業において改修する青葉公園は、整備後かなりの年数が経過し、車止めに
ついては平成30年に事故が起きており安全性に欠けている。また、公園への案内
が不明確であることから、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を
図り、安全かつ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、青葉公園内のトイレ洋式化、車止め等の更新、案内施設の整備を実
施し、地域住民が安全かつ快適に利用できる環境を整え、また、今後も安定的に
利用できるよう措置することで、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉
公園）整備事業

千歳市長

青葉公園(千歳市真町2196番、泉沢868番)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度 令和4年度
予定

令和5年度
予定

令和6年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

9,790,000 19,360,000 29,150,000

9,700,000 19,000,000 28,700,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

全体　：実施設計 一式、公園整備 一式
本年度：公園整備 一式

全体　：令和2年度～令和3年度
本年度：令和3年10月～令和4年1月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、園路が非常に歩きやすくなったことや、繁茂していた樹木が
綺麗に剪定され見通しが良くなったこと、柵が更新され安心して利用できるなど
の調査結果を得る事が出来ており、公園としての利便性の向上及び住民の生活環
境の向上、安全かつ快適に使用できる施設となり、公園利用者から大変喜ばれて
いる。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、補助事業の地域住民への周知は、市のホームページで行っている。

　林東公園は、市の管理となった平成５年以降、都市緑地として園路や休憩施設等の整
備を行ったものであるが、整備後20年以上が経過し、施設の老朽化や樹木の繁茂が見ら
れている状況であるため、以下の１～４の基本方針に基づき再整備を行うことにより、
安全面の確保を図るとともに、住民の生活環境の向上、及び広く市民の快適な利用を供
することを目的として、本事業を実施する。
１．公園利用についての整備：安心して園内を歩くことができる公園
２．動植物についての整備：野鳥等の自然に配慮しながら見通し良く明るい公園
３．池についての整備：池のある独自の環境を生かした水辺と親しめる公園
４．維持管理についての整備：公園の景観に配慮し、維持管理しやすい公園

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：林東
公園）整備事業

千歳市長

林東公園(千歳市大和２丁目)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
10,818,000

9,520,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

測量調査・実施設計　一式、改良舗装工事　L=37.76ｍ　W=6.0m

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：東7号道路改良舗装）整備事業

千歳市長

千歳市自由ヶ丘１丁目

　本事業により整備する住宅地内の生活道路の状況は、整備後30余年が経過し、
路面の亀裂及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状
況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確
保し、生活環境の改善を図る。

　本工事の実施により、地域住民から「舗装のひび割れなどがなくなったため、
安全に車両の走行ができるようになった」などの評価を得られたことから車両通
行時の円滑化と安全性を確保でき、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市HP（工
事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書へ記載し
たことにより、事業について市民へ周知することができた。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

令和３年６月～令和４年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

10,818,000

交付金額 9,520,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度 令和4年度
予定

令和5年度
予定

令和6年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

16,841,000 16,841,000

16,200,000 16,200,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

公園整備　一式

令和3年10月～令和4年3月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、公園の施設が新しくなり子供達も喜んで遊んでいるなどの調
査結果を得る事が出来ており、公園としての利便性の向上及び住民の生活環境の
向上、公園を安全かつ快適に使用できるようになったと大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、補助事業の地域住民への周知は、市のホームページ、遊具への表示等で
行っている。

本事業において改修するひばりが丘３号公園は、整備後30年以上が経過し老朽化
が著しく、遊具の撤去や施設の故障が生じており公園としての機能が低下してい
るため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ快
適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるように措置することで、生活環境の
改善を図る。
（主な改修内容）遊具・照明灯・柵・水飲み台等の更新、トイレ改修

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：ひば
りが丘３号公園）整備事業

千歳市長

ひばりが丘３号公園(千歳市北光３丁目３)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
17,820,000

17,184,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

街路灯更新　16基

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内街路灯更新その２）整備事業

千歳市長

千歳市　信濃、清水町、泉沢、若草、蘭越、富丘、花園

　当該街路灯は、市内の幹線道路、生活道路に設置している街路灯であり、車両
及び道路利用者の安心安全に寄与しているところである。しかし、街路灯設置後
20年以上が経過し、ポール基部の腐食が著しいなど更新を要する状況にある。
　更新工事の実施により、損傷が激しい街路灯の倒壊を防ぎ、生活環境の改善を
図る。

　本工事の実施により、地区住民から「綺麗になり気持ちよく歩けるようになっ
た」「倒壊の心配がなくなり安心した」などの評価を得ることができたため、安
全かつ快適な生活環境を整えたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを市ホームページへ掲
載したほか、地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書への記載したことにより
地域住民へ周知を行った。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

令和３年１０月～令和４年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

17,820,000

交付金額 17,184,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,469,000 2,469,000

2,225,000 2,225,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

自動制御機器　一式

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化
センター空調自動制御機器交換修繕）

千歳市長

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

　千歳市民文化センターは、昭和59年に開館し、建設から35年以上が経過してい
る。空調の温度や湿度、風量を自動で調節する自動制御機器について、今回修繕
を行うインバータは空調機内のファンを温度によりインバータ制御にて運転周波
数を下げることで省エネルギー化を行っており、ルームサーモスタットは室内の
温度を検出し、ブースターヒータ内のコイル温度を制御している。挿入型温度検
出器は、冷水温度により冷凍機の運転台数を決定するための温度を計測している
センサーであり、三方弁は冷水温度を制御するため、流れる冷水量を調整する機
器である。これらの機器は耐用年数を経過しており、万一故障した場合は、館内
温度や湿度が適正に保てなくなくなる。
　そのため、整備計画と定期点検の結果に基づいて早期に交換修繕を行うことに
より、施設利用者が安全かつ快適に利用できる環境の整備を図る。

無

令和３年10月　～　令和４年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　今回の事業を実施したことにより、施設の温度・湿度管理に関する機器につい
て、経年劣化による故障・動作不良を予防し、施設利用者が快適に利用できる環
境の整備を図ることができた。
　また、施設管理者からは、館内の温湿度が適正に保持され、利用者が快適に利
用できる環境が整備されたとの報告を得た。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されたことについて、施
設のホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付、文化センターだよりに掲載し、
市民への周知を図った。

　過去に実施している類似事業において、施設利用者に快適な利用環境を整備し
ており、本事業でも同様に良好な施設の環境整備を実現していることから、今後
も施設の管理運営にあたり、適正な維持管理に努める。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度 令和4年度
予定

令和5年度
予定

令和6年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

18,601,000 18,601,000

18,001,000 18,001,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

公園整備　一式

令和3年10月～令和4年2月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、公園利用者から公園の遊具が新しくなり子供が喜んでいる事
やトイレが洋式化され使いやすくなったなどの回答を得ることができ、公園とし
て利便性の向上及び住民の生活環境の向上、公園施設を安全かつ快適に使用でき
るようになったと大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、補助事業の地域住民への周知は、市のホームページ、町内回覧、遊具へ
の表示にて実施している。

本事業において改修する里美ターザン緑地は、整備後25年以上が経過し複合遊具
の老朽化が著しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図
り、安全かつ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるように措置することで、生活環境の
改善を図る。
（主な改修内容）複合遊具の更新、鉄棒・ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ等の遊具新設、照明灯の更
新、トイレ改修、水飲み台の更新、ベンチの更新

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：里美
ターザン緑地）整備事業

千歳市長

里美ターザン緑地(千歳市里美３丁目)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度 令和4年度
予定

令和5年度
予定

令和6年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

21,549,000 21,549,000

21,000,000 21,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

本事業において改修する勇舞公園は、整備後15年以上が経過し複合遊具の老朽化
が著しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全
かつ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるように措置することで、生活環境の
改善を図る。
（主な改修内容）児童用及び幼児用複合遊具の撤去・新設

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：勇舞
公園）整備事業

千歳市長

勇舞公園(千歳市勇舞６丁目)

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

公園整備　一式

令和3年10月～令和4年2月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、公園利用者から複合遊具が新しく綺麗になり嬉しい事や大き
な複合遊具で友達と遊べて楽しいなどの回答を得ることができ、公園として利便
性の向上及び住民の生活環境の向上、公園施設を安全かつ快適に使用できるよう
になったと大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、補助事業の地域住民への周知は、市のホームページ、町内回覧、遊具へ
の表示にて実施している。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度
まで

令和3年度
令和4年度

予定
令和5年度

予定
令和6年度

予定
小計

円 円 円 円 円 円

事業費 272,699,480 2,761,493 3,124,260 278,585,233

交付金 273,729,000 3,136,000 1,706,000 278,571,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 4,443 15 14 4,472

計 273,733,443 3,136,015 1,706,014 278,575,472

272,699,480 2,761,493 3,114,499 278,575,472

1,033,963 1,408,485 0 0

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

防犯灯の更新・新設

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（住民の生活の安全に関する事業：防犯灯整備事業）

千歳市長

千歳市内

夜間における犯罪防止と通行の安全確保を目的として、旧来の水銀灯式灯具をＬＥＤ
方式の灯具に更新する工事及び未設置箇所に新たにＬＥＤ方式の防犯灯を設置する工
事を行う町内会等の団体に対し、設置等工事費用に対する助成を行うことで市内全域
の防犯灯整備を促進し、地域の安全に資する環境を整備する。

今後も、地域住民の要望を踏まえ、計画的に防犯灯に関する事業を実施する。

無

平成27年度～令和４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基金造
成額

基金処分額

基金残額

　本基金により町内会等からの要望に対して安定的かつ計画的にＬＥＤ防犯灯への更
新及び新設することが可能となり、地域住民からは夜間通行における安全性が向上し
たなどの評価が得られるなど、地域住民の安全安心な生活に資する環境の整備が図ら
れている。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることについて、町内会への配付
資料や市ＨＰへの掲載、防犯灯本体の表示等により地域住民に周知を図っている。

○令和３年度工事実績数（交付金利用工事）：　更新：11灯　新設：42灯
○令和３年度末灯数：7,471灯　（内訳）ＬＥＤ方式：7,365
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水銀灯方式：　106（※うちLED化の意向無し：47）

　　※ＬＥＤ化進捗率：98.6％　（令和２年度末：98.4％）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和2年度 令和3年度
令和4年度

予定
令和5年度

予定
令和6年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

28,899,200 28,899,200

21,773,000 21,773,000

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状

況

事業の改善措置及び今後の対
応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和3年12月　～　令和4年3月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、導入された真空式温水機の動作確認を行ったところ、正
常に動作し、更新前に比べて、安全性と効率性が向上した。また、上屋シート
を更新したことから、開設中に破損する恐れがなくなり、室温をプールに適し
た状態にしやすくなった。
　さらに、バスケットゴール及びバドミントン支柱、陸上競技備品を導入した
ことで、今後の施設運営に必要な環境が整備され、市民の快適なスポーツ活動
に資する環境が整備できた。
　また、支障がない範囲で交付金利用のシールを貼付し、併せて市ホームペー
ジ掲載、施設掲示ポスター貼付による周知を行った。

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

真空式温水機更新　一式
上屋シートほか　一式

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：ス
ポーツ施設）整備事業

千歳市長

北陽水泳プール（千歳市北陽3丁目9番1号）ほか1施設
青葉水泳プール（千歳市真町176番地の3）ほか3施設

　青葉水泳プール及び北陽水泳プール、末広水泳プールは、市内の小学校の授
業で利用されるほか、一般開放でも利用されている施設である。
　青葉水泳プールの上屋シートは、設置から12年が経過しており、経年劣化に
よる破損等の補修を実施しているものの、学校授業や一般開放にあたり、室温
及び水温の確保に支障がある状況である。
　北陽水泳プール及び末広水泳プールの真空式温水機は、設置から20年以上が
経過しており、メーカー推奨更新期間である10～15年を大きく超えている。毎
年整備点検等を実施しているものの、本体部分は溶接等による修繕や部品とし
ての交換が出来ないことから、修理による装置維持は困難な状況にある。
　このため、上屋シート及び真空式温水機を更新し、市民の安全で快適なス
ポーツ活動に資する環境を整備する。
　スポーツセンターで使用している移動式バスケットゴールは設置から25年、
武道館で使用しているバドミントン用支柱は設置から28年経過しており、標準
耐用年数を大きく超えている。そのため、経年劣化等による破損により、事故
が発生する恐れがある。
　陸上競技場で使用している代用縁石は、国際陸上連盟のルール改正により、
現在不足が生じている。
　また、同競技場はジャベリック競技用ビニールテープ巻取機を使用しておら
ず、競技終了後のテープ撤収作業に時間を要しており、他競技の実施に支障が
生じている。
　このため、バスケットゴール及びバドミントン用支柱、陸上競技備品を整備
し、市民がより安全で快適にスポーツを楽しめるよう改善を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度
令和４年度

予定
令和５年度

予定
令和６年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 14,781,800 14,781,800

交付金額 14,341,000 14,341,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

　無

　令和４年１月～令和４年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
　旧機器よりも新機器のほうが大きく次の２点に優れている。
　１　定期的な消耗品交換回数が減っており、新機器は停止させる回数が減ってい
る。
　２　日常点検において、旧機器は停止させる必要があったが、新機器は停止させる
必要がない。
　以上の２点から、新機器に更新したことにより、自動測定装置の測定回数の向上
(データ欠損回数の減少)が図られた。
　また、担当職員からは、新機器が現行モデルであることから、万が一の故障時の対
応もスムーズとなり、データ欠損の不安が払拭できたとの評価を受けている。
　このことにより、市内の環境の現状を適切に把握し、公害の未然防止及び市民の健
康で安全かつ快適な生活環境の確保を図ることができたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金事業として実施したことについて、購入
機器本体に表記するとともに、千歳市ホームページにおいて周知を行った。

　公害の未然防止及び市民の健康で安全かつ快適な生活環境を確保するため、市内の
環境の現状を把握することは重要であることから、今後も計画的に事業を実施する。

　航空機騒音測定装置及び風向風速計　一式

　千歳飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：環境保全測定機器その２）整備事業

　千歳市長

　航空機騒音測定局里美局　（千歳市里美２丁目４）外１局
　大気汚染物質測定局若草局（千歳市若草４丁目13）外１局

　今回更新を予定する里美局及び駒里東局の航空機騒音測定機器は、平成24年度に整
備を行ったものであり、耐用年数の５年を超過していることから精度低下や故障など
の可能性があり24時間の常時監視、データ収集に支障をきたす恐れがあることから、
機器更新を図る必要が生じました。
　風向風速計については、平成22年３月に環境省水・大気環境局が示した「環境大気
常時監視マニュアル第６版」において、測定機器の耐用年数の目安を５年から７年と
されています。当市測定局（若草局・富丘局）の風向風速計については、その目安を
越えて使用しており、令和３年度で13年目となります。これまで、保守・点検専門業
者による保守点検及び定期的オーバーホールを実施することにより測定精度を維持し
ておりましたが、運用13年目を迎えメーカーによる修理も困難となったため機器更新
を図る必要が生じました。
　本事業においてこれらの自動測定機器を更新することにより、市内の環境の現状を
適切に把握し、公害の未然防止及び市民の健康で安全かつ快適な生活環境の確保を図
ることを目標とします。



事業評価書 

 

補 助 事 業 名 千歳飛行場関連公共用施設（医療施設：医療機器購入）整備事業 

補 助 事 業 者 名 千歳市長 

実 施 場 所 市立千歳市民病院（千歳市北光２丁目１番１号） 

補 助 事 業 の 

成 果 の 目 標 

市立千歳市民病院では、注腸（下部消化管）造影検査や内視鏡的胆管膵管

造影検査等を行っており、デジタルＸ線ＴＶ装置は、消化器系疾患やＸ線検

査法に適した疾患の診断のために使用される。また、光干渉断層計を活用し

た眼底三次元画像解析による緑内障など眼循環に関する疾患等、眼科におけ

る診察も行っている。 

 これらの医療機器は老朽化しており、更新することで千歳圏域における安

定的な医療環境の提供の継続を図るとともに、被ばく量低減や造影剤を使用

せずに検査をする機器に更新することで、患者負担の軽減を図り、より安全

な医療環境も提供する。 

補 助 事 業 の 内 容 デジタルＸ線ＴＶ装置一式及び光干渉断層計一式 

補 助 事 業 の 

始 期 及 び 終 期 
令和３年 12 月～令和４年３月 

事業費及び交付金額 

 令和２年度 令和３年度 
令和４年度

予定 

令和５年度

予定 

令和６年度

予定 
計 

事業費 
円 円 

45,500,000 

円 円 円 円 

45,500,000 

交付金額 
円 円 

40,000,000 

円 円 円 円 

40,000,000 

補助事業の成果及び 

評価並びに地域住民 

への周知の実施状況 

デジタルＸ線ＴＶ装置は、被ばく量が 30～40％程低減されたことで患者

負担が軽減された。また、光干渉断層計は、造影剤を使用せずに高精細な画

像による検査を行うことで患者負担を軽減し、安全な医療環境の提供が図ら

れた。 

なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、本体に

表記するとともに、当院ホームページへ掲載することにより周知している。 

事 業 の 改 善 措 置 

及 び 今 後 の 対 応 
更新したデジタルＸ線ＴＶ装置及び光干渉断層計を適切に維持管理する。 

事業の評価に際しての

第三者機関の活用の 

有 無 

無 

 



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
14,960,000

13,752,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

自動心臓マッサージシステム　四式

　自動心臓マッサージシステムは、救急業務において心肺停止状態の傷病者に対
し絶え間ない胸骨圧迫を実施する医療機器である。
　当該救急資器材は、バッテリ駆動式で可動性に優れていることから、救急現場
へ持ち込みが可能で、心肺停止傷病者に対し有効とされる「強く・早く・絶え間
ない」胸骨圧迫が持続的に安定して実施される有用性がある。
　傷病者が心肺停止状態であるとき、隊員１名が用手胸骨圧迫を実施しており、
現場から救急車内までの傷病者の移動やその他の救命処置等は残りの隊員で実施
しなければならなかったが、当システムを整備することで、胸骨圧迫に１名がと
られることなく傷病者の移動や救命処置等が実施できるため、より早く救命処置
等の実施や医療機関への搬送が可能になる。
　以上のことから、市民の生命、身体及び財産の保護並びに被害の軽減が図られ
るために、当システムを新たに整備し、安定的に使用できる環境を整備する。

千歳市消防署（千歳市東雲町４丁目１番地の７）ほか３箇所

千歳市長

千歳飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：自動心臓マッサージシステム購
入）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和４年１月

無

今後も地域住民の生命、身体及び財産の保護に努め、計画的に事業を実施する。

　自動心臓マッサージシステムを整備したことにより、救急現場における機器の
安定使用が図られ、市民の安全を確保するより万全な救急体制が確立された。
　また、救急隊より「従来、胸骨圧迫を実施していた隊員を早期に他の救命処置
に対応させることが可能になり、より質の高い救命活動が可能となった。」との
評価を得た。
　本物品の購入が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
自動心臓マッサージシステム本体に記載するとともにホームページへ掲載し、地
域住民への周知を図った。

交付金額

事業費

計

円
14,960,000

13,752,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
2,497,000

2,470,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

ジャイロテッダ　１台

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：市営牧場用機械購入）
整備事業

千歳市長

千歳市営牧場（千歳市駒里1032番地の1）

千歳市営牧場は、市内酪農家の負担軽減を図るため、未経産牛の預託を受け、育
成を行うことを目的として昭和38年に開設し、平成６年に現在の駒里に移転し
た。
　千歳市営牧場では、牛の飼料用として牧草やデントコーンを栽培し、牛に給餌
しているが、今回更新するジャイロテッダは、刈り取った牧草を攪拌及び反転さ
せ、乾燥を促進する農耕用機械である。
　なお、牧草は、刈り取ってから速やかに乾燥させないと、雨等で濡れてカビ等
による品質低下を招き、牛の飼料用として利用できなくなってしまうことにな
る。
　現在使用しているジャイロテッダは、平成４年に取得したものであるが、耐用
年数７年に対し２９年経過しており、本体部品や金属疲労による破損や損耗が著
しいことから、いつ故障してもおかしくない状況である。また、メーカーの部品
の供給も終了となっている。
　機械が故障した場合、飼料供給に多大な支障をきたすことから、当該機械を更
新し、預託牛の健全な育成と酪農経営の安定と向上を推進する。

　平成４年に購入したジャイロテッダを更新したことにより、安定した生産・給
餌・衛生管理体制が整備され、預託牛の健全な育成と酪農経営の安定と向上が推
進されたと評価できる。
　半年間のジャイロテッダの使用状況により、牧草の攪拌作業や乾燥を効率的か
つ安全に行えるようになったことが確認出来た。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、機械本体に
表示し、掲示板にポスターを貼付、市ホームページに掲載を行った。
　また、千歳市営牧場利用者協議会にて周知を行った。

　ジャイロテッダの更新を実施したことにより、牧草の品質低下を招くことなく
預託牛に供給できる環境が整備されたことから、今後は、ジャイロテッダの適切
な管理により、機械の長寿命化並びに安定した生産・給餌・衛生管理体制を維持
する。

　無

令和４年１月～令和４年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

2,497,000

交付金額 2,470,000


